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佐溝直彦、不破孝浩、青山武、岩崎芳彦、

青柳樺代、渡辺幸夫、福井正信、
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岡田吉枝、津田廣一、牧野勤、大西琴美
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        この冬一番の冷え込みで寒い事もあり予定では馬の

背まで行ければ良いかなと思っていましたが天候にも恵まれ蛇峠山の

手前にある狼煙台まで行くことができてほんとうに良かった。また、

おいしい「ぜんざい」を作って頂き体も温まり、楽しい時間を過ごす

ことができました。たくさんの方に参加していただくことができて賑

やかな登山ができ、とても良い「干支登山」となりました。 

たのち遊歩道に入り、再び林道に抜けて冶部坂高原の駐車場へと帰った。

この後、車で「ひまわりの湯」に寄って、冷えた体をお湯に浸かり温ま

りました。下山後に温泉に入るこの気分は最高です。そして、予約して

いた「ひまわりの館」でノンアルコールのビールで乾杯、食事をしなが

ら参加者で年男、年女の一言を聴きながら干支登山を祝いました。そし

て今年も元気に山に登れる事を祈念「一本締め」で終了しました。 

       刈谷を朝７時に車で出発、稲武・道の駅で直接組と合流、冶部坂高原に 9 時１０分到着。駐車
場に車を置いて出発する。天候は晴れ、サラサラの雪を踏みながら総勢２０名で歩き出す。林道を１０分程歩

いたところで、先頭と最後尾の間が離れすぎてしまい全員が揃うまで停滞、揃ったところで再出発する。少し

歩いたところから脇道に入る。道標もなく夏道ではないが雪のあるシーズンだけ歩くことができるような道で

ある。脇には細い川が流れていて雑木林の中をゆっくりと進んでいく。そのうち勾配が急になってきたが、そ

こを登りつめると車道との合流点に出た。ここで休憩。ここから３０分程で馬の背展望台に到着した。ここか

らの眺めはなかなか良い。ここから、下に降りたところをベースとして頂上アタック組とベースで待機組とに

分かれた。４名は待機してお湯を沸かしてお汁粉を作ることにして、残り１６名は頂上に向かうことになった。

踏み跡がしっかりと残っている登山道を登って行くと５０分程で頂上手前の狼煙台に到着した。頂上までは、

あと少しのところであったがベースに戻る時間を考えて、登頂は断念。景色はここで十分見ることができるの

でここから北アルプスの眺めを楽しんだ後、集合写真を撮りベースへ下山した。いつのまにか空は晴れたり曇

ったりの天気になってきた。ベースに到着した後、お汁粉やコーヒーで体を温め、差し入れの漬物と御神酒を

頂きながら、しばらく休憩した後、全員の集合写真を撮り下山を開始した。馬の背から登山道を下り車道に出

CL 

1/05 晴れ時々曇り 
 
 7：00刈谷発 
8：20稲武道の駅 
9：10冶部坂高原 P 
 
9：30冶部坂高原 P 

出発 
10：13車道と合流 
10：42馬の背 1457ｍ 
11：00頂上アタック 
11：51頂上手前 
   （狼煙台） 
12：26馬の背手前 
13：10下山開始 
13：50冶部坂高原 P 

到着 
 

  干支登山・親睦 

13 年 01 月 05 日（土）～
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馬の背近くのベースで全員集合 

（写真提供は不破さん） 


